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会津産学コンソーシアム
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学連携の関係を形成し、ニーズの段階から多様な議論、創造を活性化させ、⾰新的な技術、ビジ
ネスモデルを⽣み出す、あるいは新たなニーズを創出する⽅法を確⽴することを⽬的とし設⽴されまし
た。

● 主な事業
・ 会津オープンイノベーション会議（AOI会議）の実施
・ 先端ICTに係る共同研究事業及び⼈材育成事業の企画・実施・⽀援
・ 本会が実施する各事業の相互連携・意⾒交換・情報収集 等
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分科会１
地域発デジタル社会

スマートシティ、介護・地域共創DX、
先進ネットワーク、保険DX

分科会２
先 端 I C T

サイバーセキュリティ、
データサイエンス、AI

分科会３
人材育成

ベンチャー、ロボット、インターン

会場 先端ICTラボ LICTiA
2階 カンファレンススペース

先端ICTラボ LICTiA
1階 イノベーション創出スペース

産学イノベーションセンター
UBIC 3Dシアター

ｾｯｼｮﾝⅠ

13：10
～

14：00

「会津若松市で進める
スマートシティの取り組み」

アクセンチュア(株)
ビジネスコンサルティング本部
ストラテジーグループ
マネジング・ディレクター

海老原 城一 氏

「日本における
テクニカルサポート詐欺」

(一財)日本サイバー犯罪対策センター
脅威分析技術ラボ 研究員

影山 徹哉 氏

「会津大学発ベンチャー
- 起業から発展の軌跡」

個人投資家・非常勤講師・団体理事

上野 文彦 氏

ｾｯｼｮﾝⅡ

14：10
～

15：00

1)「介護サービスにおける
DXの挑戦」

SOMPOケア(株)
データ戦略部 部長

平沼 直樹 氏

2)「KDDIが取り組む
地域共創プロジェクトの紹介」

KDDI(株)
ソリューション事業本部
DX推進本部 シニアエキスパート

阿部 博則 氏

1)「データサイエンスの
取組み」

(株)博報堂DYメディアパートナーズ
メディアビジネス基盤開発局局長
兼 (株)博報堂ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ
執行役員メディアDXセンター長

藤本 良信 氏

2)「データサイエンス活用における
産学連携に向け取り組み」

会津大学コンピュータ理工学部

上級准教授 橋本 康弘

「復興知プロジェクト
－若手人材が輝くロボット・ICT

人材育成プログラム」

会津大学コンピュータ理工学部

上級准教授 渡部 有隆

会津大学復興支援センター

特任教授 屋代 眞

ｾｯｼｮﾝⅢ

15：10
～

16：00

1） 「NaaS
(Network as a Service)
～エッジネットワークを

所有から利用へ」

日本ヒューレット・パッカード（同）
Aruba事業統括本部
技術統括本部長

佐藤 重雄 氏

2） 「リスクソリューションの
プラットフォーマーに向けて」

三井住友海上火災保険(株)
ビジネスイノベーション部
ディレクター

藤岡 晋 氏

１) 「会津大学の先端AI研究と
産学連携による実証」

会津大学産学イノベーションセンター長
兼復興支援センター長

教授 石橋 史朗

２) 「AI医療：
その歴史、現状、未来」

会津大学情報システム学部門

上級准教授 朱 欣

「会津大学・AiCT連携ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
- 会津大生AiCT実践ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
(ASAP) 」
①「取組紹介」

会津大学 国際戦略室 室長

上級准教授 川口 立喜

②「ASAPワークショップ」

TIS(株)デジタル社会サービス企画部
会津サービスクリエーションセンター長

岡山 純也 氏

③「短大生による
オフィスの空間デザイン」

セイコーエプソン(株)P事業戦略推進部
部長 兼 DXイノベーションラボ会津
センター長

中見 至宏 氏

●専門セミナー

●特別講演

開催⽇程

■10:00～10:05 主催者挨拶 会津大学 理事長兼学長 宮崎 敏明

■10:05～11:05

特別講演1
「インクルーシブな社会を実現するアクセシビリティ・テクノロジー」

IBMフェロー 日本科学未来館 館長 浅川 智恵子 氏

■10:05～11:05

特別講演2
「月火星箱庭構想で目指す宇宙・極限ロボット開発」

会津大学 コンピュータ理工学科 情報システム学部門 教授 大竹 真紀子

2

●分科会３ 【人材育成】

産学イノベーションセンター（UBIC）

３Ｄシアター

●分科会１ 【地域発デジタル社会】

先端ＩＣＴラボ（ＬＩＣＴｉＡ） 2階

カンファレンススペース

●分科会２ 【先端ICT】

先端ＩＣＴラボ（ＬＩＣＴｉＡ） 1階

イノベーション創出スペース

●特別講演 講堂

会津⼤学会場案内

3



特別講演１ １０：０５～１１：０5

講師 浅川 智恵⼦（あさかわ ちえこ）⽒
日本アイ・ビー・エム株式会社 IBMフェロー

日本科学未来館 館長

■ Profile 

1985年日本IBM東京基礎研究所入社。1997年

世界初の実用的な音声ブラウザ「ホームページ・リー

ダー」を開発し、世界の視覚障がい者がインターネット

にアクセスする基礎を築いた。２０１４年秋よりIBM

フェロー兼カーネギーメロン大学客員教授として米国

に赴任。2019年視覚障害者のためのナビゲーション

ロボットAIスーツケースを発表。

2021年4月より日本科学未来館館長を兼務。

2013年紫綬褒章受章。工学博士。

4

特別講演1

アクセシビリティ・テクノロジー

■ Subject

インクルーシブな社会を実現する

■ Abstract 

視覚障がい者の社会参加を促進する上で情報へのアクセスと単独での外出が課題となって

います。情報技術はインターネットという膨大な情報源へのアクセスを可能にし、生活の質を

大きく向上してきました。そしてこうした障がい者のニーズから生まれたアクセシビリティ・テ

クノロジーは、より幅広い技術として一般に普及しています。この講演では視覚障がいをもっ

た研究者という立場からこうした歴史を振り返るとともに、多様なニーズを技術開発に活か

すことの重要性を、現在開発しているナビゲーションロボットAIスーツケースを通して考えま

す。また、こうした新たな技術の社会実装に向けてはさまざまな壁も存在しています。インク

ルーシブな社会を実現するために情報技術が果たすべき役割と、社会がどう向き合うべきか

について考えます。

5



特別講演2 １１：10～１２：００

講師 ⼤⽵ 真紀⼦（おおたけ まきこ）

会津大学 コンピュータ理工学科 情報システム学部門 教授

JAXAにて月周回衛星「かぐや」の観測機器マルチ

バンドイメージャの開発責任者等を担当し、2020

年3月より会津大学に赴任。現在はリモートセンシン

グデータを用いた画像解析、AIによる地球を含む表

面画を用いた地質図の作成アルゴリズムの開発や関

連する研究等を行っている。
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月火星箱庭構想で目指す宇宙・極限ロボット開発

■ Abstract

会津大学では、ロボット開発に計算機シミュレーションを取り入れたサイバーフィジカルシス

テムを導入し、実空間・バーチャル空間両情報を組み合わせて、宇宙・極限環境の両方で効率的か

つ信頼性の高いロボット開発を一貫して（製造から運用・解析まで）実施する「月火星箱庭構想」

を提案している。この構想では宇宙・極限ロボットのサプライチェーンを構築し、福島や東北地方

の学術・産業界への貢献を目指す。構想の一環として、今年度の文科省の宇宙航空科学技術推

進委託費「AI・デジタル化×宇宙」技術革新人材育成プログラムに対して月火星箱庭構想の一部

機能を教育プログラムに生かす提案を行い、採択を受けた。講演では、本構想の実現に向けた取

り組みについて紹介する。

特別講演2

7

■ Profile 

■ Subject



専門セミナー 分科会1セッションⅠ １3：１０～１4：００

講師 海⽼原 城⼀（えびはら じょういち）⽒
アクセンチュア株式会社 ビジネス コンサルティング本部

ストラテジーグループ マネジング・ディレクター

公共事業体の戦略立案からスマートシティーの構想立

案、サーキュラーエコノミーの戦略策定まで多数のプロ

ジェクトに従事。東日本大震災以降はアクセンチュアの

復興支援プロジェクトの責任者を務める。

AiCTコンソーシアム代表理事、会津若松市アーキテクト、

国土交通省計画部会委員、大阪市副都市ビジョンバー

ジョンアップ検討委員会委員、宮城県DXアドバイザー

などを歴任。

■ Profile 
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会津若松市で進めるスマートシティの取り組み

■ Abstract

2011年の震災復興に端を発し、本年デジタル田園都市国家構想Type3に最高額で選定

された会津若松におけるスマートシティの取り組みについて、これまでの歴史とこれからの狙いに

ついて解説する。

当初は会津若松市、会津大学、アクセンチュアの3者から始まった取り組みが、現在は会津若松

市、会津大学に加え、90社となったAiCTコンソーシアムでの取り組みに進化し、１４のワーキン

ググループで活動を推進している。

「都市OS」と呼ばれるデータ連携基盤を軸に、様々な企業のサービス・データを市民の意志（＝

オプトイン）のもとでつなげ、市民・企業・地域にとって価値ある新しいサービス・地域モデルを三

方良しで実現する。

専門セミナー 分科会1 セッションⅠ

9

■ Subject



専門セミナー 分科会1セッションⅡ １４：１０～１５：００

講師 平沼 直樹（ひらぬま なおき）⽒
SOMPOケア株式会社 データ戦略部 部長

2006年より旧ワタミの介護の有料老人ホームに、ワ

タミから出向。以後転籍し、介護現場、スーパーバイザー、

事業部長、事業企画部等経て、2019年よりデータ戦略部

部長として、介護現場でデジタルを如何に活用していくの

か、ということに挑戦している。

10

専門セミナー 分科会1 セッションⅡ

介護サービスにおけるDXの挑戦

■ Abstract

少子高齢化社会において、介護人財の不足と介護を必要とされる高齢者の増加は、現在の日

本における社会的課題である。その社会的課題の解決策の一つに、介護現場におけるDXの促

進が期待されている。SOMPOケアでは、デジタルの活用により利用者様のサービス品質の向

上、職員の労務負担軽減、持続可能な社会の実現という三方良しを目指し、取り組みを始めた。

介護現場における活用概要と活用により見えたことを報告させていただく。

11

■ Profile 

■ Subject



専門セミナー 分科会1セッションⅡ １４：１０～１５：００

講師 阿部 博則（あべ ひろのり）⽒
KDDI株式会社 ソリューション事業本部

DX推進本部 シニアエキスパート

1987年に東北大学工学部通信工学科を卒業後、KDD（現

KDDI）に入社。主に官公庁や学術系ネットワークの構築活動

を推進。2011年の東日本大震災後は復興支援室長となり、

復興で役立つICT活用の取り組みに従事。2017年からは地

方創生支援室長として、地域活性化に役立つIoT活用とビジ

ネス化を担当。現在はシニアエキスパート（地域共創担当）とし

て、産業スマート化にかかるIoT技術の地域実装と展開を図

る活動を行っている。2020年度よりスマート水産業現場実

装委員会委員（水産庁）。
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専門セミナー 分科会1 セッションⅡ

第一次産業は日本の地域経済を支える重要な取り組み分野ですが、産業者の高齢化や減少等

が長期的に進行しています。そこで、情報通信技術であるICTを生産性向上や作業効率などに

利用するDX導入の模索が各地で進められ、最近ではIoT、AI、ドローンなどの新しい技術が生

産現場に活用されている事例も増えてきました。KDDIでも日本各地でDX導入の取り組みを進

めていますが、地域特性や現地事情などを考慮しつつパートナー企業等と連携するなど、経験と

ノウハウを共有して共創することが不可欠となっています。本講演では、当社が日本各地で取り

組む地域共創の実例とともに、社会実装に向けた今後の展開などについてご紹介します。

KDDIが取り組む地域共創プロジェクトの紹介

■ Abstract

13

■ Profile 

■ Subject



専門セミナー 分科会1セッションⅢ １5：１０～１6：００

講師 佐藤 重雄（さとう しげお）⽒

日本ヒューレット・パッカード合同会社
Aruba事業統括本部 技術統括本部長

会津高校を卒業後新潟大学で素粒子物理学を学

び、1986年科学技術計算技術者として株式会社リ

クルートに入社。Cray X-MPなど多数のスーパー

コンピュータに触れ計算機の美しさに目覚める。数

年後コンピュータ関連の新規事業立ち上げに参画、

自身もメインフレームシステムプログラマーとして大

手企業の大規模システム開発や運用支援業務に携

わる中で多くの魅力的な人物と出会い影響を受け

る。

30歳で初の外資系コンピュータ企業に転職、営業としてチャレンジするも一年でクビ

に。ちょうどインターネット黎明期だったのでこれからはネットワークの時代だと思いシス

コシステムズにSEとして入社。最初は鳴かず飛ばずだったが30代後半でUS本社と作っ

たアーキテクチャが爆発的にヒットし一気に昇格。おかげで仕事が忙しくなりラクして成果

を発揮できる方法はないかと考えサーバント・リーダーシップを実践したところチームの

パフォーマンスが飛躍的に上がる。これをきっかけにマネジメントとアーキテクトの二足の

わらじで生きていくことを決意。

その後F5、マカフィーなどでSEディレクター職を歴任、現在HPE ArubaのSEディレク

ターとして東京を拠点にエンジニア部隊を率いつつ3年前に自身で開発したNaaS

（Network As A Service）Frameworkを都市OSにインプリすべくAiCT入りし現在

に至る。

コネクティッドホームアライアンス理事、スマートシティ会津HPEセンター長。

リクルートの社是である「自ら機会を創り出し、機会によって自らを変えよ」をモットーに

チャレンジを続ける59歳。
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専門セミナー 分科会1 セッションⅢ

かつてメインフレームの時代、コンピュータは利用し運用するものでした。しかしクライア

ントサーバの台頭よってコンピュータは構築しなければ動かないものになり、ユーザにとっ

てはその後30年近く面倒な時代が続くことになります。

クラウドコンピューティングの登場によりコンピュータは構築しなくても利用できるように

なりましたが、コンピュータ技術の進化に追随して進化し細分化されたネットワークは依然

として手元に残ったままでした。この難しいネットワーク装置を所有から利用へ移転しユー

ザを面倒な設定・構築業務から解放するのがNaaS（Network as a Service）です。

講演では、NaaSの出現した背景とこの30年間のITインフラの歴史を振り返る中で、IT

（情報技術）に対する海外と日本の意識や取り組み方の違い、DXが進まないと言っている

日本がITで世界に伍して戦えるようになるためのアイデアをネットワーク・インフラ屋の視

点から紹介します。ITの道を志す学生はぜひ聞いてみてください。

NaaS（Network as a Service）
～エッジネットワークを所有から利用へ

■ Abstract
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専門セミナー 分科会１ セッションⅢ １5：１０～１6：００

講師 藤岡 晋（ふじおか しん）⽒
三井住友海上火災保険株式会社

ビジネスイノベーション部 ディレクター

大手通信事業者でメディア、広告、ヘルスケア、

マーケティング等の新規事業の立ち上げを経験。

シリコンバレーに駐在し、CVCにてスタートアッ

プ投資、クロスボーダーの協業を実現。三井住

友海上に参画し、保険業界のDXとオープイノ

ベーションに取り組む。三井住友海上キャピタル、

MS＆ADインターリスク総研兼務。
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三井住友海上では、気候変動をはじめとしたさまざまな社会課題の解決に向け、デジタル技術や

データを活用したさまざまな取組を行っています。事故や災害に遭った場合の経済的負担に備える

当社の役割は、「リスクソリューションプラットフォーマー」へ拡大し、レジリエントでサスティナブルな

社会を支える企業になることを目指しています。「リスクソリューションプラットフォーマー」として、

事故や災害のリスクの発現を防ぎ、またリスクの影響を小さくする、補償・保障前後に備える商品・

サービスを提供していきます。すでに提供しているスマートシティを支える当社のサービスと、今後

予定している社会課題解決に貢献するサービス展開について紹介します。

17

■ Profile 

■ Subject

リスクソリューションのプラットフォーマーに向けて

■ Abstract 



専門セミナー 分科会2 セッションⅠ １3：１０～１4：００

講師 影⼭ 徹哉（かげやま てつや）⽒

一般財団法人 日本サイバー犯罪対策センター
脅威分析技術ラボ 研究員

株式会社ラック サイバー・グリッド・ジャパン
次世代セキュリティ技術研究所

サイバー犯罪調査グループ グループリーダー

2000年株式会社ラック入社。

ラックの監視センターJSOC創立時から10年以上セキュリティアナリストとして不正アク

セス等に対する分析・監視業務に従事するなど、情報セキュリティ分野が専門。

2019年10月からJC3の活動に関わり、テクニカルサポート詐欺サイトの調査を中心に、

サイバー空間における脅威の軽減・無効化に向け、各団体や起業、法執行機関とも連携し

ながら分析業務・普及啓発業務に従事中。CISSP（Certified Information Systems

Security Professional）
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究してきた立場から、日本におけるテクニカルサポート詐欺について、その手口や被害発生状

況等についてお話し、被害の未然防止についても考えます。

日本におけるテクニカルサポート詐欺

■ Abstract

パソコンでWebサイトを閲覧中、突然画面に表示されるウイルスに感染した旨の警告表示や

警告音で不安を煽り、パソコンの技術的サポートを騙って電子マネー等で金銭を騙し取るテク

ニカルサポート詐欺の被害が増えています。本講演では、この詐欺について専門的に調査・研
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専門セミナー 分科会2 セッションⅡ １４：１０～１５：００

講師 藤本 良信（ ふじもと よしのぶ ）⽒
株式会社博報堂DYメディアパートナーズ

メディアビジネス基盤開発局 局長
兼 株式会社博報堂テクノロジーズ
執行役員メディアDXセンター長

2001年株式会社博報堂に入社し、メディア広告効

果のシュミレータ等の開発に従事。

2008年にテレビとモバイルの連携（セカンドスクリー

ン）のサービスを提供する会社を社内ベンチャーで立

ち上げ代表取締役就任。

2016年株式会社博報堂DYメディアパートナーズに

帰任し、動画ビジネス、通放連携、新テクノロジー領域、

テレビ視聴ログソリューション「Atma」等を開発

2020年より、株式会社博報堂DYメディアパート

ナーズ メディアビジネス基盤開発局長となり、次世

代広告ビジネスモデル「AaaS（advertising as a

Service）」の基盤・サービス開発をリード。

2022年4月より、株式会社博報堂テクノロジーズ執

行役員メディアDXセンター長を兼務。
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データサイエンスの取組み

■ Abstract

近年、広告会社においてもデータサイエンスの取り組みが増え、採用も強化されています。博報

堂DYメディアパートナーズでは、2021年より「AaaS（advertising as a Service）」を提

唱し、メディア広告枠の取引からメディア広告効果のサービスへの転換を図る取り組みを推進し

ておりますが、そこで重要となってくるのが、広告効果を予測することです。従来は、メディア

広告枠の確保力が重要でしたが、このサービスの転換においては、それに加えてデータサイエ

ンスの力が重要になってきています。また、メディアコンテンツ開発においてもデータサイエンス

の活用が拡がってきています。講演では、そのデータサイエンスへの取り組みについてお話しさ

せていただきます。
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専門セミナー 分科会2 セッションⅡ １４：１０～１５：００

講師 橋本 康弘（はしもと やすひろ）

会津大学 コンピュータ理工学科
コンピュータ・サイエンス部門 上級准教授

東京大学工学部卒業。同大学院工学系研究科修士

課程および博士課程修了。博士（工学）。日本学術

振興会特別研究員、東京大学工学系研究科講師、

筑波大学システム情報系助教、ポスドク研究員等を

経て、2019年4月に会津大学上級准教授に着任。

現在は主に計算社会科学、ネットワーク科学、情報

可視化の研究に従事。

■ Profile 
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この数年、食品量販店や電子部品メーカー、メディア事業会社、テレビ局などの企業や自治体

から、データ分析に関する協働の提案が増えている。ビジネスや行政におけるデータサイエンス

の重要性と、大学知との連携への期待が高まっているためと考えられる。こうした期待や要請

に応えていくために、会津大学はデータサイエンス研究クラスターを立ち上げ、組織体制で取り

組むための活動を開始した。「データサイエンス」という言葉がカバーする範囲は広く、案件ごと

に要求される専門性は様々である。データ分析に関わる広範な知識を領域固有の知識と結び

付け、課題定義への道筋を立てていくことが重要である。本講演では、データサイエンス研究ク

ラスターのミッションと現在までの活動について紹介する。

■ Subject

データサイエンス活用における産学連携に向けた取り組み

■ Abstract
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専門セミナー 分科会2 セッションⅢ １5：１０～１6：００

講師 ⽯橋 史朗（いしばし しろう）

会津大学 産学イノベーションセンター長 復興支援センター長
宇宙情報科学研究副センター長 教授

東京大学理学部地球物理学科卒業。同理学系大学院天文学

専攻博士課程修了。

富士通株式会社入社。システム開発部門において、宇宙開発

事業団ならびに宇宙科学研究所（ともに現在、宇宙航空研究

開発機構：JAXA）の人工衛星軌道決定システムの開発およ

び運用に従事。

2012年より会津大学。産学イノベーションセンターならびに

復興支援センターの産学連携業務を担当。AIセンターの活動

の一環として、企業との連携によるAI実証研究のコーディ

ネータも務める。

LICTiA 会 津 ⼤ 学 先 端 I C T ラ ボ

Laboratory for leading-edge ICT in Aizu

施設・サービス名 使⽤単位 使⽤料
１階 会議室 1時間/1室 1,080 円〜1,620 円
１階 ホワイトボード室 1時間/1室 2,200 円
１階 サイバーセキュリティウォールーム 1時間/1室 11,000 円
２階 カンファレンススペース 別表のとおり
２階 プロジェクトルーム 1ヶ⽉/1室 60,500 円
３階 プロジェクトルーム（⾼セキュリティ） 1ヶ⽉/1室 77,000 円
３階 先端テスト環境スペース 1ヶ⽉/1室 148,500 円
データセンター ラック貸しサービス 1ヶ⽉/1ﾗｯｸ 121,000 円
データセンター クラウドサービス ※1 1ヶ⽉/1core 27,500 円
（クラウドサービス追加メモリ） 1ヶ⽉/1GB 3,300 円

（クラウドサービス追加ＨＤＤ） ※2
10TB以下 1ヶ⽉/100GB 3,300 円
10TBを超え30TB以下 1ヶ⽉/100GB 2,200 円
30TBを超える 1ヶ⽉/100GB 1,100 円

※1 基本リソースは CPU:1core/メモリ:2GB/HDD:500GB となり、クラウドサービスの最小利用単位は2coreからとなります。
※2 利用者の総リソース量に応じて金額が異なります。

専⾨のセキュリティ設備（電
波シールド）を備えた環境
を提供します。また、⼤型
シールドドアからの乗⽤⾞の
⼊室が可能ですので、⾞載
器セキュリティ技術を研究し
ている企業等にご利⽤いた
だけます。

1階 サイバーセキュリティウォールーム ３階 データセンター

公的な機関が提供する安⼼・安全
性が確保されたクラウドサービスとして、
先端ICT研究プロジェクトや地元IT
ベンチャー企業等が利⽤可能な
IaaSサービスを提供します。研究事
業等で利⽤するICT機器を設置す
るため、ラック貸しサービスを提供しま
す。
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会津大学の先端AI研究と産学連携による実証

ここ数年の潮流である第3次AIブームでは、基礎分野の発展とともに実用分野での活用が急

速に進んでいます。会津大学においても、学内関連研究者のグループ組織として、AIセンターが

2018年4月に発足しました。それから4年半の間、研究機関や民間企業との共同／受託研究に

おいて、AIを活用したテーマは年々増えつつあります。また大学単独、あるいは企業との共同の

形で、AI関連の特許出願も積極的に行われています。実用的なAIの学習モデルを構築するにあ

たっては、多様なデータを保有している企業との連携は、今後益々需要になってきます。本講演

では、本学におけるAI関連の先端研究の状況について、産学連携の観点からその概要をご紹介

いたします。

■ Abstract

Laboratory for leading-edge ICT in AizuLICTiA 会 津 ⼤ 学 先 端 I C T ラ ボ

時間帯 全⽇ 午前 午後 時間外

使⽤時間 9:00から
17:00まで

9:00から
13:00まで

13:00から
17:00まで 17:00以降

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽｽﾍﾟｰｽ⼩（定員20名） 18,700 円 12,650 円 12,650 円 3,850 円/時間
ｶﾝﾌｧﾚﾝｽｽﾍﾟｰｽ⼤（定員30名） 29,150 円 19,800 円 19,800 円 6,050 円/時間
2室⼀体利⽤（定員40名） 31,900 円 21,450 円 21,450 円 6,600 円/時間
2室⼀体利⽤（定員50名） 39,600 円 26,400 円 26,400 円 8,250 円/時間
3室⼀体利⽤（定員70名） 52,800 円 35,200 円 35,200 円 11,000 円/時間

2階 カンファレンススペース

※ ワイヤレスマイク・プロジェクタ・電子黒板・ホワイトボードは、無料で貸出しいたします。
※ 時間外のご利用につきましては、別途ご相談ください。

■ 別表 ２階 カンファレンススペース使⽤料（税込）

次世代ICT人材育成のため

の講座や研修会のほか、
研究成果を共有するため
の発表会等、各種研修会
や会議の開催にご利用い
ただけるスペースです。

1階 イノベーション創出スペース

研究者や学生の他、企業
やベンチャー企業などの
多種多様な人々が自由に
交流できるオープンなフ
リースペースです。
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専門セミナー 分科会2 セッションⅢ １5：１０～１6：００

講師 朱 欣（しゅ きん）

会津大学 コンピュータ理工学部 コンピュータ理工学科
情報システム学部門 上級准教授

2000 中国天津大学生体医工学学科卒

2002 中国天津大学生体医工学専攻 修士課程修了

2006 会津大学大学院コンピュータ理工学専攻

博士後期課程修了

2006－2009 会津大学 特別研究員

2009－2014 会津大学情報システム学部門 准教授

2015－ 現職

現在は主に、国立国際医療センターを初め、多くの大病院

と連携しながら、心疾患、がんの診断、治療に関する研究

を行っています。開発した技術は既に製品化され、臨床試

験にて応用されています。
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AI医療：その歴史、現状、未来

深層学習の発展に伴い、医療領域においても人工知能技術が既に応用され、薬事法に承認さ

れた製品も現場で実用されている。本講演は、いままでAI医療の歴史、現状をレビューし、AI医

療実用の問題点を挙げながら、これからの研究トレンドを紹介します。

そして、日本においてAI医療実用の困難点、国際競争を述べながら、アジア、アメリカ、EU諸国と

の国際研究連携、IoT技術との融合の必要性も紹介します。

URL：http：//bitlab.u-aizu.ac.jp/

■ Abstract
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専門セミナー 分科会3 セッションⅠ １3：１０～１4：００

講師 上野 ⽂彦（うえの ふみひこ）⽒
個人投資家・非常勤講師・代表理事

１９93年 会津大学入学（開学時入学・一期生）

１９98年 有限会社シンク設立。代表取締役社長に就任。

初年度8000万円の売上・黒字。

１９99年 学生時代に現在の奥さんと結婚

2000年 増資し、有限会社から株式会社へ登記変更

2002年 会津大学学部卒業（卒業まで8年かかる）

2004年 初代会津大学同窓会会長(同窓会の設立に携わる）

２０07年 会社設立10周年。

福島県情報産業協会理事就任（現職）。会津大学

非常勤講師就任。

2018年 株式会社シンク取締役会長就任

2022年 株式会社シンク辞任。同社所有株式売却
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なぜ起こせるのか、なぜ高額での売却が可能なのか等をわかりやすく解説する。

アメリカや一部のアジア諸国では、すでに優秀な学生から起業をするようになっている。近年の社

会をけん引する企業のほとんどは、従来型大企業ではなく、ベンチャー企業となっている。日常、

頻繁に元気な中小ベンチャー企業を目にするようになった。

講義では、ベンチャー企業を成功させるための秘訣を伝え、だれでもベンチャー企業をやってみた

くなる気にさせることを目的にする。

■ Subject

会津大学発ベンチャー －起業から発展の軌跡

■ Abstract

学生時代に友人と会社を立ち上げ、今年売却を成功させた当人が、自身の経験をもとに、ベン

チャー企業の実態や構造を説明する。講義では、そもそもベンチャー企業とは何なのか、学生でも
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専門セミナー 分科会3 セッションⅡ １4：１０～１5：００

講師 渡部 有隆（わたのべ ゆたか）

会津大学 コンピュータ理工学部 コンピュータ理工学科
情報システム学部門 上級准教授

1979年、福島県生まれ。会津大学上級准教授。会

津大学大学院コンピュータ理工学研究科博士課程を

修了後、日本学術振興会特別研究員（PD）に採用。

2008年より会津大学助教。2009年より会津大学

准教授。2016年より会津大学上級准教授。一般社

団法人i-SOMET理事。研究テーマは知的ソフトウェ

ア工学、プログラミング環境、機械学習、データマイ

ニング、クラウドロボティクス、教育支援など。

東京都出身。1978年に東京大学理学系研究科物

理学修士課程を修了し、日本アイ・ビー・エムに入社。

電子回路やシステム設計のエンジニアを経て、ソフト

ウェアやノートブックPC等の開発マネージメントなど、

製品の研究開発を行う。2007年から科学技術振興

機構で大学や企業とともにディペンダブルシステムの

研究開発を行う。2015年からは会津大学復興支援

センターに於いて、ロボット技術の研究開発を中心に

産学連携のプロジェクトマネージメントを行い、現在

に至る。研究開発や産学連携のマネージメントの経験

が豊富。

講師 屋代 眞（やしろ まこと）

会津大学 復興支援センター 特任教授
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専門セミナー 分科会3 セッションⅡ １4：１０～１5：００

ロボット産業と人材の育成は福島県の復興の柱の一つとなっている。近年のロボットシステ

ではソフトウェアが大きな役割を占め、ハードとソフトの両面からロボットを開発できる人

材が必要とされている。一方、高等教育機関が立地していない地域では、ICT人材育成が大

きな課題となっている。本講演では、福島県浜通り地域等において、会津大学が研究機関や

教育機関と連携しながら取り組む、ロボット産業振興・発展に必要なロボット及びロボット関

連ICT技術習得を目指す、若手のための人材育成事業を紹介する。具体的には講師養成研

修、プログラミング演習、ロボット技術演習、ロボットシュミレータ研修、高校生課題研究活動支

援の内容と実績を紹介する。

復興知プロジェクト
－若手人材が輝くロボット・ICT 人材育成プログラム
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専門セミナー 分科会３ セッションⅢ １5：１０～１6：００

講師 川⼝ ⽴喜（かわぐち たつき）

会津大学 グローバル推進本部 国際戦略室 室長 上級准教授

米国 ポートランド州立大学大学院の第二言語習得者のため

の英語教授法修了し、同大学国際特別プログラム 留学プロ

グラムのコーディネータ等として携わる。2009年1月、会津

大学に着任し、高等教育の国際戦略、学生の海外派遣受入ア

ドバイジング、異文化理解教育、地域活性化等、学生が国内

外で活躍するために不可欠な資質、スキル等を向上に取り組

んでいる。

また、2012年度からは、地域の集落住民と会津大学の日本

人学生・留学生とのグローバル協働チームが交流し、大学生

の持つ視点や行動力、IT専門技術などを活用し、会津地域連

携及び活性化を図るなど、国内外における地域課題解決の

実践、自己を知るきっかけの仕組みを構築している。
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ティ」の社会実装に向けた段階的アプローチとして、2022年7月に「AiCT連携プログラムー会

津大学生 AiCT実践プログラム（以下：ASAP）」を開始した。

ASAPを通して、学生・企業・自治体ともに相互を知り、学生は実践の場を経験し、キャリア形成

につなげることができる。また、企業、会津若松市が取り組む社会課題について、学生との協働

により、若者の視点からの課題解決の切り口、学生の技術開発・スキル向上のきっかけとなる。

この講演においては、これまでのASAPの活動を概観し、学生へのアプローチ及び気づきにつ

いて紹介する。

会津大学・AiCT連携プログラム －会津大生AiCT実践プログラム（ASAP）

①取組紹介

■ Abstract

「スマートシティ会津若松」の推進に関する基本協定に基づき、「地域社会のためのスマート

シ
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専門セミナー 分科会３ セッションⅢ １5：１０～１6：００

講師 岡⼭ 純也（おかやま じゅんや）⽒
TIS株式会社 デジタル社会サービス企画部

会津サービスクリエーションセンター長

1979年大阪生まれ。大阪市立大学工学部電気工学科卒。

2004年に新卒でTIS株式会社に入社。システムエンジニアと

して大手製造業の生産管理システム構築／導入業務に従事し

た後、中国上海出向による新規事業立上げに従事。帰任後は

本社経営企画として海外現地法人の設立、経営管理等を担う。

その後、事業部門に異動し金融／決済領域の新規事業立上や

事業クロージングに関わるなど、TISの新規事業の企画／推

進中心のキャリアを歩んだ。2019年より会津若松スマートシ

ティプロジェクトに参画する事になり、会津若松拠点責任者と

して会津若松に居住し、スマートシティの事業企画活動に取り

組んでいる。
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会津大学・AiCT連携プログラム －会津大生AiCT実践プログラム（ASAP）
②ASAPワークショップ

■ Subject

■ Abstract

会津若松市では市民参加型のスマートシティ推進をおこなっています。22年4月に締結

された会津若松市、会津大学、AiCTコンソーシアムの3者連携協定を踏まえ、活動をより

一層加速させるべく、その最初のステップとして会津大学との連携を強化。会津大学の学

生に向けてAiCT企業のスマートシティ活動の説明やAiCTオフィスツアー等を企画し、ス

マートシティの取組の背景や現状の理解を促してきました。また、AiCT企業も会津大学の

学生と双方向のコミュニケーションをとりながら学生の考えやアイディアの理解を深め、地

域密着の活動を進める機会創出を進めています。本講演では、企画内容のご紹介、および

どのような考え方で「AiCT連携プログラム」の企画具体化を進めてきたかをご説明いたし

ます。
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専門セミナー 分科会３ セッションⅢ １5：１０～１6：００

講師 中⾒ ⾄宏（なかみ よしひろ）⽒
セイコーエプソン株式会社 Ｐ事業戦略推進部 部長

兼） DXイノベーションラボ会津 センター長

神戸大学大学院工学研究科修了、セイコーエプソン入社。デジタル

カメラ、フォトプリンター向けのデジタル画像処理アルゴリズム開発

に従事。2005年、Your University, Schulich School of

Business 修了（MBA）。台湾や欧米企業と電子ペーパーやコ

マーシャル・インダストリアル用インクジェット事業など新規事業開

発をグローバルに推進。2020年、スマートシティ会津若松へ参画、

AiCTセンター長に就任。スマートホーム分科会を推進するとともに、

教育、健康、アートなどの分野において、デジタル技術とEPSON製

品の組み合わせで「昨日よりちょっといい暮らし」の実現に取り組ん

でいる。
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■ Subject

会津大学・AiCT連携プログラム －会津大生AiCT実践プログラム（ASAP）

③短大生によるオフィスの空間デザイン

■ Abstract

セイコーエプソン株式会社は、2020年7月にスマートシティAiCTに「DXイノベーションラ
ボ

会津」を開設。そのオフィスの空間デザインを創造するプロジェクトを、会津大学短期学部産業

情報科の学生の皆さんと「デザイン実習」として一緒に実施しました。地域の人々とともに身近

な課題解決にオープンに取り組むという想いのもと、EPSONの技術やプロダクトを実体験し

てもらえるような理想の空間が2021年9月に完成しました。本講演では、この産学連携の始

まりから構想・デザイン、設計・施工に至るまでの経緯とともに、完成後の活用実績や今後につ

いてご紹介します。
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協賛団体⼀覧
・株式会社エフコム ・一般社団法人オープンガバメント・コンソーシアム

・会津オリンパス株式会社 ・会津産学懇話会 ・株式会社ウェブレッジ

・株式会社ＦＳＫ ・株式会社グローバルネットコア ・株式会社Gclue

・株式会社品川通信計装サービス ・株式会社ティービーケー・システムエンジニアリング

・一般財団法人竹田健康財団竹田綜合病院 ・株式会社日本アドシス ・会津信用金庫

・公益財団法人会津地域教育・学術振興財団 ・会津電力株式会社 ・株式会社会津ラボ

・株式会社イクシング ・ＮＴＴ東日本福島支店 ・株式会社シグマ会津工場

・株式会社シンク ・東北電力株式会社会津若松支社 ・富士通Japan株式会社

・三菱製鋼株式会社広田製作所 ・三菱マテリアル株式会社若松製作所

・株式会社リオン・ドールコーポレーション ・株式会社アイグローブ

・株式会社会津コンピュータサイエンス研究所 ・AizuBT株式会社

・会津三菱自動車販売株式会社 ・会津若松商工会議所 ・秋山ユアビス建設株式会社

・アクアクルー株式会社 ・株式会社カイネ精密工業 ・株式会社グリーン発電会津

・Ｃ.Ｓ.Ｄ株式会社 ・株式会社白木屋漆器店 ・株式会社住田光学ガラス ・シンワ産業有限会社

・株式会社大東銀行 ・株式会社ＴＨ放電 ・株式会社デザイニウム

・東邦情報システム株式会社 ・株式会社ナディス ・株式会社南進測量

・株式会社日本遮蔽技研 ・株式会社日本デジタル研究所 ・株式会社野尻金属

・花沢技工 ・林精器製造株式会社 ・株式会社BSNアイネット

・株式会社東日本計算センター ・福島コンピューターシステム株式会社

・一般社団法人福島県情報産業協会 ・株式会社福島情報処理センター

・株式会社福島県中央計算センター ・富士ソフトサービスビューロ株式会社 ・株式会社ブリスコラ

・本田屋本店有限会社 ・株式会社メカテック ・株式会社若松ガス （計60社）

後援団体⼀覧
・復興庁 ・東北経済産業局 ・東北総合通信局 ・福島県 ・福島県教育委員会

・会津若松市 ・喜多方市 ・福島県市長会 ・福島県町村会

・一般社団法人福島県情報産業協会 ・福島民報社 ・福島民友新聞社

最前列中央が優秀賞の竹田 菜々子さん
（会津大学短期大学部 産業情報学科デザイン情報コース在学）

完成したポスター

会津IT秋フォーラム2022 ポスターデザインコンペ表彰式
（2022年11月10日 会津大学短期大学部）
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